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一　

本
全
集
は
現
存
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
全
著
作
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　

著
作
の
配
列
は
基
本
的
に
Ｉ
・
ベ
ッ
カ
ー
の
編
纂
し
た
「
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
」（A

ristotelis 

opera ex recensione Im
m
anuelis Bekkeri; edidit A

cadem
ia Regia Borussica, Berolini, 1831-70

）の
第
一
巻
、
第
二

巻
に
準
拠
し
、
そ
の
後
に
『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』（
一
八
九
一
年
初
公
刊
）と
逸
失
著
作
か
ら
の
「
断
片
集
」
を
追
録
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
個
別
の
「
凡
例
」
を
付
し
、
底
本
そ
の
他
、
当
該
著
作
に
固
有
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
「
目
次
」
の
後
に
訳
者
が
作
成
し
た
「
内
容
目
次
」
を
付
し
た
。

一　

各
著
作
本
文
の
欄
外
上
部
の
算
用
数
字
は
ベ
ッ
カ
ー
版
の
対
応
頁
数
、
ａ
は
そ
の
左
欄
、
ｂ
は
そ
の
右
欄
で
あ
る
こ
と
を
、
ま

た
ａ
、
ｂ
の
後
の
算
用
数
字
は
一
〇
行
ご
と
の
お
よ
そ
の
対
応
行
数
を
示
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作
の
箇
所
指
示
は
、
著
作

名
・
巻
・
章
の
後
に
こ
の
頁
数
な
ど
を
付
す
こ
と
に
よ
る
（
例
、
『
自
然
学
』
第
三
巻
第
六
章206a14

）
。
た
だ
し
『
ア
テ
ナ
イ
人

の
国
制
』
と
「
断
片
集
」
に
つ
い
て
は
当
該
巻
（
第
一
九
巻
、
第
二
〇
巻
）の
「
凡
例
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

本
文
の
改
行
は
必
ず
し
も
底
本
に
従
わ
ず
、
内
容
に
応
じ
て
適
宜
訳
者
が
行
っ
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
場
合
に

応
じ
て
本
文
中
に
箇
条
書
き
の
記
号
を
使
用
し
た
り
、
（　

）や
傍
点
、
「　

」
や
、―

な
ど
の
記
号
を
、
適
宜
訳
者
が
補
足
し

た
り
し
て
い
る
。

一　

本
文
中
の
〔　

〕は
、
訳
者
に
よ
る
文
意
の
補
足
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
『　

』
は
著
作
名
を
示
す
た
め
に
使
用
し
た
。
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一　

ギ
リ
シ
ア
語
カ
ナ
表
記
に
あ
た
っ
て
は
、
φ
、
χ
、
θ
を
そ
れ
ぞ
れ
π
、
κ
、
τ
と
区
別
し
な
い
。
母
音
の
長
短
は
普
通
名
詞

に
お
い
て
の
み
区
別
し
、
固
有
名
詞
で
は
原
則
と
し
て
音
引
き
を
省
略
し
た
（
例
、
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
、
プ
ラ
ト
ン
）
。
ま
たου

は

普
通
名
詞
の
場
合
の
み
音
引
き
表
記
す
る
が
（
例
、
ヌ
ー
ス
）
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
も
若
干
の
場
合
は
慣
用
に
従
っ
た
（
例
、
ム

ー
サ
）
。

一　

各
著
作
の
「
注
」
や
「
解
説
」
で
文
献
を
参
照
す
る
際
に
は
次
項
の
要
領
で
略
記
し
、
当
該
著
作
の
「
解
説
」
の
最
後
に
掲
げ

る
文
献
表
で
書
誌
を
示
し
た
。

一　

近
現
代
の
著
作
を
参
照
す
る
場
合
に
は
著
者
名
と
当
該
頁
数
を
（
同
一
著
者
に
よ
る
複
数
著
作
を
区
別
す
る
場
合
は
著
者
名
に

出
版
年
を
添
え
た
）
、
古
注
の
場
合
に
は
当
該
頁
数
お
よ
び
行
数
を
示
し
た
。
古
注
の
略
称
や
略
号
な
ど
は
書
誌
の
末
尾
に
示
し

た
。
た
だ
し
注
釈
書
や
翻
訳
に
つ
い
て
は
対
応
箇
所
を
特
定
し
に
く
い
場
合
に
限
っ
て
頁
数
等
を
明
記
し
た
。

一　

必
要
に
応
じ
て
「
補
注
」
を
作
成
し
、
各
著
作
本
文
の
後
に
付
し
た
。

一　

各
巻
末
に
は
、
各
著
作
ご
と
に
固
有
名
詞
お
よ
び
主
要
概
念
、
重
要
語
に
つ
い
て
の
簡
略
な
「
索
引
」
を
付
し
た
。
な
お
別
巻

と
し
て
「
総
索
引
」
を
作
成
す
る
。
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一　
「
著
作
断
片
集
2
」
は
二
部
に
分
か
れ
る
。

第
一
部
は
対
話
篇
を
中
心
と
す
る
断
片
群
で
、
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
次
の
書
物
で
あ
る
。

Ross, W
.D
., ed. 1955. A

ristotelis Fragm
enta Selecta, recognovit brevique adnotatione instruxit. O

xford.

Ross

の
校
訂
本
に
は
数
箇
所
に
お
い
て
誤
植
が
あ
る
が
、
重
要
な
も
の
の
み
を
注
記
す
る
に
と
ど
め
た
。

第
二
部
は
弁
論
術
・
詩
学
、
倫
理
学
、
自
然
学
、
動
物
学
、
お
よ
び
書
簡
に
関
連
す
る
断
片
群
で
、
ロ
ス
は
採
録
し
て
い
な
い
の

で
、
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
次
の
書
物
で
あ
る
。

Rose, V
., ed. 1886. A

ristotelis qui ferebantur Librorum
 Fragm

enta. Lipsiae

（T
eubner

）.

Rose

に
は
三
種
類
の
校
訂
本
が
あ
る
が
（
本
全
集
第
一
九
巻
『
著
作
断
片
集
1
』
解
説
参
照
）
、
本
書
で
用
い
た
の
は
通
例
R³
と

略
称
さ
れ
る
も
の
で
、
断
片
番
号
は
こ
の
版
に
よ
る
。

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
新
し
い
校
訂
本
で
あ
る

Gigon, O
., ed. 1987. A

ristotelis O
pera, volum

en tertium
, Librorum

 D
eperditorum

 Fragm
enta. W

alter de 

Gruyter, Berlin.

を
随
時
参
照
し
、Gigon

版
の
読
み
を
採
用
す
る
場
合
に
は
そ
の
都
度
注
記
し
た
。

本
書
に
お
け
る
断
片
の
収
録
に
関
し
て
一
言
す
る
と
、
一
般
に
普
及
し
て
い
るRoss

版
か
ら
最
初
に
訳
し
、Ross

が
採
録
し
な
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か
っ
た
断
片
をRose

に
よ
っ
て
訳
出
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
に
、
結
果
と
し
て
、
必
要
な
断
片
を
参
照
し
に
く
い
結
果
と
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
読
者
の
た
め
の
便
宜
を
は
か
っ
て
、Rose

番
号
か
ら
の
校
訂
本
対
照
表
を
巻
末
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
第
一
部
はRoss

の
テ
キ
ス
ト
の
頁
数
を
本
文
上
欄
に
記
す
。
ま
た
、
各
校
訂
本
の
参
照
に
は
、
そ
れ
ぞ
れR

（Rose

）, G
（Gigon
）の
略
称
を
用
い
た
。
な
お
、Gigon

版
のT

はT
estim

onia

（
証
言
）を
指
し
て
い
る
。

一　

D
iels, H

., und W
. K
ranz. 1951-52⁶. D

ie Fragm
ente der V

orsokratiker, 3  Bde. Berlin

の
参
照
指
示
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
キ
オ
ス
の
イ
オ
ン
「
断
片
」36B1 D

K

と
略
記
す
る
。
断
片
番
号
と
行
数
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
メ
リ
ッ
ソ
ス

「
断
片
」30B1-4, B7 D

K

の1-4

と7 

は
断
片
番
号
を
、
ま
た
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
「
断
片
」28B8, 50-61 D

K

の8 

は
断
片
番
号
、

50-61

は
行
数
を
示
す
。

一　

本
全
集
収
録
の
『
動
物
誌
』
は
、
底
本
選
択
の
関
係
か
ら
、
同
書
第
七
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
の
巻
数
が
、
従
来
の
標
準 

（Bekker

）版
（
に
準
拠
し
た
旧
版
全
集
や
岩
波
文
庫
な
ど
）と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
（
『
動
物
誌
』
第
七
巻
＝
標
準
版
の
第
八
巻
、

第
八
巻
＝
同
第
九
巻
、
第
九
巻
＝
同
第
七
巻
）
。
本
訳
で
は
、
箇
所
参
照
の
際
、
巻
数
表
示
部
分
に
標
準
版
の
巻
数
を
（　

）で
付

記
し
た
。
例
、
『
動
物
誌
』
第
九
巻
（
七
巻
）第
六
章586a14-15.
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第
一
部

対
話
篇 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛

証　
　

言 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛

グ
リ
ュ
ロ
ス
、
あ
る
い
は
弁
論
術
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
樋

酒
宴
、
あ
る
い
は
酩
酊
に
つ
い
て 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
備

ソ
フ
ィ
ス
ト 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
微

エ
ウ
デ
モ
ス
、
あ
る
い
は
魂
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
毘

ネ
リ
ン
ト
ス 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
備
飛

恋
愛
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
備
簸
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哲
学
の
す
す
め
（
プ
ロ
ト
レ
プ
テ
ィ
コ
ス
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
備
微

富
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
非
避

祈
り
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
非
飛

生
ま
れ
の
よ
さ
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
非
飛

快
楽
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
非
毘

教
育
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛
避

王
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛
非

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
、
あ
る
い
は
植
民
者
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛
簸

政
治
家 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛
備

詩
人
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
樋
避

哲
学
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
簸
飛

正
義
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
枇
非

論
理
学
的
著
作 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
枇
微

証　
　

言 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
枇
微

諸
問
題
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
枇
枇
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分
類
集 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
枇
毘

覚
え
書
き 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
毘
非

カ
テ
ゴ
リ
ー
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
毘
樋

反
対
的
な
も
の
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
毘
尾

哲
学
的
著
作 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
避
備

善
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
避
備

イ
デ
ア
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
飛
非

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
派
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
簸
避

ア
ル
キ
ュ
タ
ス
の
哲
学
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
尾
非

デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
つ
い
て 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
尾
飛

詩
　
　
歌 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
尾
備

第
二
部

弁
論
術
・
詩
学
関
連
の
断
片 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
微
飛
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テ
オ
デ
ク
テ
ス
の
弁
論
術
集
成
（
一
二
五―

一
三
五
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
微
飛

弁
論
術
集
成
（
一
三
六―

一
四
一
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
微
枇

ホ
メ
ロ
ス
問
題
（
一
四
二―

一
七
九
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
枇
飛

倫
理
学
関
連
の
断
片 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
非
避

プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
か
ら
の
抜
粋
（
一
八
〇
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
非
避

共
同
食
事
に
関
す
る
決
ま
り
（
一
八
一
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
非
避

夫
と
妻
の
共
同
生
活
に
つ
い
て
（
一
八
二―

一
八
四
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
非
飛

自
然
学
関
連
の
断
片 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
非
簸

一
般
向
け
の
問
題
集
（
二
〇
九―
二
四
五
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
非
簸

ナ
イ
ル
河
の
氾
濫
に
つ
い
て
（
二
四
六―

二
四
八
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
樋
毘

（
嵐
の
）兆
候
に
つ
い
て
（
二
四
九―
二
五
三
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
備
非

（
金
属
に
つ
い
て
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
備
尾

植
物
誌
（
二
六
七―

二
七
八
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
備
尾

動
物
学
関
連
の
断
片 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
尾
簸
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動
物
論
（
二
七
九―

二
九
三
） 

…
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（第 1部）対話篇

対
　
話
　
篇

証
　
言

　

す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
自
身
も
ま
た
あ
る
意
味
で
は
終
極
目
的
で
あ
る
。
「
そ
れ
の
た
め
に
あ
る
も
の
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ

っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
哲
学
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
語
ら
れ
）
1
（

た
。

 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
自
然
学
』
第
二
巻
第
二
章194a35-36

　
『
哲
学
に
つ
い
）
2
（

て
』
と
呼
ば
れ
る
著
作
に
お
い
て
も
同
様
に
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
生
き
も
の
そ
の
も
の
は
、
「
一
」
の
イ
デ

ア
そ
の
も
の
と
、
「
第
一
の
長
さ
、
幅
、
深
さ
」
と
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
も
の
も
ま
た
同
様
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
魂
に
つ
い
て
』
第
一
巻
第
二
章404b18-21

　

か
く
し
て
、
〔
作
家
は
〕以
上
の
こ
）
3
（

と
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
詩
作
に
必
然
的
に
伴
う
感
覚
に
関
連
す
る

こ
）
4
（

と
も
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
失
敗
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
公
刊
さ
れ
た
著
）
5
（

作
の
中
で
十
分
に
語
ら
れ
た
。 
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
第
一
五
章1454b15-18

1
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証　言

　

そ
の
た
め
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
弁
論
術
に
つ
い
て
著
作
し
た
昔
の
人
た
ち
を
、
創
始
者
で
あ
り
発
見
者
で
あ
る
テ
ィ
シ
ア
）
6
（

ス

ま
で
遡
っ
て
、
ひ
と
つ
の
書
物
に
収
録
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
、
多
大
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
諸
規
則
を
綿

密
に
書
き
留
め
て
、
整
然
と
し
た
説
明
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
そ
の
甘
美
で
簡
潔
な
語
り
方

に
よ
っ
て
弁
論
術
の
発
見
者
た
ち
を
は
る
か
に
凌
い
だ
の
で
、
そ
の
諸
規
則
を
彼
ら
の
書
物
か
ら
知
ろ
う
と
す
る
者
は
だ
れ
も
お
ら

ず
、
こ
の
人
た
ち
が
教
え
た
規
則
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
う
人
た
ち
は
、
は
る
か
に
ふ
さ
わ
し
い
説
明
を
あ
た
え
た
人
と
し
て
、

こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

キ
ケ
ロ
『
発
想
論
』
第
二
巻2, 6 

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
も
し
あ
の
自
然
学
者
の
デ
モ
ク
リ
ト
）
7
（

ス
が
、
ひ
と
も
そ
う
言
い
、
わ
た
し
に
も
そ
う
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
弁

論
に
た
け
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
彼
が
論
じ
た
題
材
は
自
然
学
者
の
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
光
り
輝
く
言
葉
は
弁
論
家
の
も
の

証
　
言

（
1
）　

す
な
わ
ち
、
素
材
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
形
相
と
い
う
意

味
と
、
こ
れ
を
用
い
る
人
間
と
い
う
意
味
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

に
つ
い
て
の
言
及
は
『
哲
学
に
つ
い
て
』
の
現
存
断
片
に
は
な
い
。

（
2
）　

こ
の
『
哲
学
に
つ
い
て
』
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
指
す
の
か
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る
。
「
書
か
れ
ざ
る
教
説
」
、
な

か
で
も
「
善
に
つ
い
て
」
の
講
義
録
へ
の
言
及
と
す
る
解
釈
と
、
対

話
篇
『
哲
学
に
つ
い
て
』
へ
の
言
及
と
す
る
解
釈
が
あ
る
。

（
3
）　

悲
劇
に
登
場
す
る
人
物
の
性
格
描
写
に
関
連
す
る
こ
と
が
ら
を

指
す
。

（
4
）　

こ
れ
が
何
を
指
す
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
一
般
に
は
舞
台
効

果
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　
『
詩
人
に
つ
い
て
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）　

前
四
八
〇
年
頃
に
生
ま
れ
、
シ
ュ
ラ
ク
サ
イ
の
出
身
（
ギ
リ
シ

ア
語
表
記
で
は
テ
イ
シ
ア
ス
）
。
師
の
コ
ラ
ク
ス
と
と
も
に
弁
論
術

の
創
始
者
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
断
片
は
第
二
部
『
弁
論
術
集

成
』
断
片
一
三
六
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

ア
ブ
デ
ラ
出
身
の
哲
学
者
（
前
四
六
〇
年
頃―

三
八
〇
／
七
〇

年
頃
）
。
レ
ウ
キ
ッ
ポ
ス
と
と
も
に
原
子
論
の
創
始
者
と
さ
れ
る
。
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（第 1部）対話篇

で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
わ
た
し
も
認
め
る
の
だ
が
、
も
し
プ
ラ
ト
ン
が
市
民
た
ち
の
論
争
か
ら
最

も
離
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
神
の
ご
と
く
語
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
ま
た
も
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
テ
オ
プ
ラ
ス
ト
）
8
（

ス
、
カ
ル
ネ

ア
デ
）
9
（

ス
が
、
彼
ら
が
論
じ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
雄
弁
で
あ
り
、
語
り
方
も
甘
美
で
華
麗
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
論
じ
た
こ
と
が
ら

が
他
の
学
問
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
弁
論
そ
の
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
語
り
論
及
し
て
い
る
こ
の
ひ
と
つ
の
技
術
〔
弁

論
術
〕に
関
わ
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。 

キ
ケ
ロ
『
弁
論
家
に
つ
い
て
』
第
一
巻11, 49 

　

し
か
し
、
も
し
い
つ
か
だ
れ
か
が
登
場
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
流
儀
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
賛
否
両
論
を
語
り
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
立
て
た
規
則
を
知
悉
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
論
題
に
つ
い
て
相
反
す
る
二
通
り
の
議
論
を
展
開
し
、
さ
ら
に
は

ア
ル
ケ
シ
ラ
オ
）
10
（

ス
や
カ
ル
ネ
ア
デ
ス
の
流
儀
に
な
ら
い
、
提
示
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
論
を
論
駁
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
方

法
に
加
え
て
弁
論
の
経
験
と
訓
練
を
あ
わ
せ
も
つ
人
が
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
こ
そ
真
実
の
、
完
全
な
る
、
そ
し
て
唯
一
無
比
の
弁

論
家
で
あ
る
。 

キ
ケ
ロ
『
弁
論
家
に
つ
い
て
』
第
三
巻21, 80 

　

ブ
ル
ト
ゥ
）
11
（

ス
よ
、
こ
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
の
で
な
お
の
こ
と
、
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
に
し
た
が
っ
て
い
る
君
の
判
断
は
正
し
い
と

考
え
る
。
そ
の
学
説
と
弁
論
の
規
則
に
お
い
て
、
語
り
口
が
甘
美
と
豊
か
さ
と
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
も
っ
と
も
、
も
の

を
語
る
方
法
と
い
う
点
で
ペ
リ
パ
ト
ス
派
や
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
が
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
し
に
は
弁
論
家
の
仕
事
を
ま

っ
と
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
だ
け
で
は
完
全
な
弁
論
家
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
ス
ト
ア
派
の
弁
論
は
、
大
衆
の
耳
に
訴
え
る
に
は
簡
潔
す
ぎ
で
、
い
く
ら
か
圧
縮
さ
れ
す
ぎ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら

の
人
び
と
の
弁
論
は
、
法
廷
や
広
場
（
フ
ォ
ー
ル
ム
）で
用
い
ら
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
自
由
で
、
話
が
拡
が
り
す
ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ

2
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証　言

る
。
実
際
、
弁
論
の
豊
か
さ
に
お
い
て
プ
ラ
ト
ン
に
ま
さ
る
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
ユ
ッ
ピ
テ
）
12
（

ル
が
ギ
リ
シ
ア
語
で
語
る
と
す

れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
語
る
だ
ろ
う
、
と
哲
学
者
た
ち
は
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
誰
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
よ
り
も
力
強
く
、
テ

オ
プ
ラ
ス
ト
ス
よ
り
も
甘
美
に
語
る
だ
ろ
う
か
。 

キ
ケ
ロ
『
ブ
ル
ト
ゥ
ス
』31, 120-121

　

君
の
あ
の
ス
ト
ア
派
の
知
者
が
こ
れ
ら
の
こ
と
を
た
ど
た
ど
し
く
語
っ
て
い
る
そ
の
時
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
黄
金
の
流
れ
を

な
す
滔
々
た
る
弁
）
13
（

論
で
も
っ
て
登
場
し
…
…
。 

キ
ケ
ロ
『
ア
カ
デ
ミ
カ
前
書
（
ル
ク
ッ
ル
ス
）
』38, 119

　

し
か
し
、
こ
の
書
）
14
（

物
の
難
解
さ
が
君
を
遠
ざ
け
た
し
、
ま
た
わ
た
し
の
思
う
と
こ
ろ
で
は
、
あ
の
偉
大
な
弁
論
）
15
（

家
も
こ
れ
が
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
と
答
え
た
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
弁
論
家
た
ち
が
こ
の
哲
学
者
の
こ
と
を
知
ら
な

い
こ
と
に
少
し
も
驚
か
な
か
っ
た
。
ご
く
わ
ず
か
な
人
た
ち
を
除
け
ば
、
当
の
哲
学
者
た
ち
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

3

（
8
）　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弟
子
で
学
園
リ
ュ
ケ
イ
オ
ン
の
後
継
者
で

あ
り
、
植
物
学
の
祖
と
言
わ
れ
る
（
前
三
七
一
年
頃―
二
八
七
年
頃
）
。

（
9
）　

キ
ュ
レ
ネ
出
身
の
哲
学
者
で
、
新
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
の
創
始
者

と
目
さ
れ
て
い
る
（
前
二
一
四
／
三―

一
二
九
／
八
年
）
。

（
10
）　

小
ア
ジ
ア
の
ピ
タ
ネ
出
身
の
哲
学
者
で
、
中
期
ア
カ
デ
メ
イ
ア

派
の
創
始
者
（
前
三
一
六
／
五―

二
四
二
／
一
年
）
。

（
11
）　

共
和
制
主
義
者
で
キ
ケ
ロ
の
友
人
。
カ
エ
サ
ル
の
暗
殺
者
と
し

て
知
ら
れ
る
。

（
12
）　

ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
こ
と
。
ロ
ー
マ
の
最
高
神
で
、
ギ
リ
シ
ア
の
ゼ

ウ
ス
に
あ
た
る
。

（
13
）　

原
文
はflum

en orationis aureum
 fundens

で
、
キ
ケ
ロ

が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
雄
弁
を
評
し
た
言
葉
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用

さ
れ
る
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
キ
ケ
ロ
伝
』
第
二
四
節
参
照
。
な
お
、

『
哲
学
に
つ
い
て
』
断
片
二
〇
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ト
ポ
ス
論
』
を
指
し
て
い
る
。

（
15
）　

キ
ケ
ロ
『
ト
ポ
ス
論
』1, 2 

に
登
場
す
る
が
、
名
前
は
不
詳
の

弁
論
家
。



16

（第 1部）対話篇

し
か
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
語
ら
れ
発
見
さ
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
そ
の
豊
か
で
甘
美
な
る
語
り

口
に
よ
っ
て
も
魅
せ
ら
れ
て
当
然
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
ら
は
容
赦
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

 

キ
ケ
ロ
『
ト
ポ
ス
論
』1, 3 

　

最
高
善
に
関
し
て
は
二
種
類
の
書
物
が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
大
衆
向
け
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
彼
ら
が
「
公
刊
さ
れ
た
著
作
」

（ἐξω
τερικόν

）と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
よ
り
入
念
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
講
義
録
の
か
た
ち
で
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
彼
）
16
（

ら
は
い
つ
も
同
一
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

 

キ
ケ
ロ
『
善
と
悪
の
究
極
に
つ
い
て
』
第
五
巻5, 12 

　

だ
か
ら
、
わ
た
し
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
流
儀
に
従
っ
て―

少
な
く
と
も
、
そ
れ
が
わ
た
し
の
意
図
し
た
こ
と
な
の
で
あ
る
が

―

『
弁
論
家
に
つ
い
て
』
と
い
う
三
巻
か
ら
な
る
論
考
と
し
て
対
話
篇
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

 

キ
ケ
ロ
『
友
人
宛
書
簡
集
』1, 9, 23 

　

君
は
わ
た
し
が
書
い
た
対
話
篇
の
体
裁
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
…
…
わ
た
し
が
手
が
け
た
『
国
家
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
は
、

議
論
す
る
人
と
し
て
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
、
ピ
ル
ス
、
ラ
エ
リ
ウ
ス
、
マ
ニ
リ
ウ
）
17
（

ス
を
登
場
さ
せ
た
。
…
…
そ
こ
で
わ
た
し
は
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
が
公
刊
さ
れ
た
著
作
（ἐξω

τερικούς

）と
呼
ん
で
い
る
書
物
で
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
序
文
を
付

け
る
こ
と
で
、
自
分
が
理
由
も
な
く
彼
に
頼
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
事
を
進
め
よ
う
と
考
え
た
。
こ
の
こ
と

は
君
の
意
に
か
な
う
も
の
と
信
じ
て
い
る
し
、
わ
た
し
の
試
み
が
成
就
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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キ
ケ
ロ
『
ア
ッ
テ
ィ
ク
ス
宛
書
簡
』4, 16, 2 

　

も
し
君
が
最
近
の
手
紙
で
勧
め
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ッ
タ
と
ウ
ァ
）
18
（

ロ
を
互
い
に
議
論
す
る
役
目
の
者
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
た
と

し
た
ら
、
わ
た
し
は
物
言
わ
ぬ
登
場
人
）
19
（

物
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
手
法
は
古
代
の
登
場
人
物
で
あ
る
場
合
に
は
す
ば
ら

し
い
効
果
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
り
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
デ
）
20
（

ス
が
多
く
の
著
作
で
お
こ
な
っ
た
の
も
、
わ
た
し
が
六
巻
の
『
国
家
に
つ
い

て
』
で
お
こ
な
っ
た
の
も
こ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
わ
た
し
が
高
く
評
価
し
て
い
る
作
品
に
三
巻
の
『
弁
論
家
に
つ
い
て
』
が
あ

る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
登
場
す
る
の
も
、
わ
た
し
は
黙
し
て
い
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
。
…
…
こ
の
対
話

で
は
わ
た
し
は
少
年
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
わ
た
し
が
演
じ
る
べ
き
役
割
な
ど
あ
り
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

最
近
わ
た
し
が
書
い
た
作
品
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
流
儀
に
し
た
が
っ
て
い
て
、
そ
の
な
か
の
対
話
で
は
著
者
自
身
が
主
役
で
あ
る

4

（
16
）　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
テ
オ
プ
ラ
ス
ト
ス
を
指
す
。

（
17
）　

ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
は
い
わ
ゆ
る
小
ス
キ
ピ
オ
、
す
な
わ
ち
コ
ル
ネ

リ
ウ
ス
・
ス
キ
ピ
オ
・
ア
エ
ミ
リ
ア
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
の
こ
と

で
、
キ
ケ
ロ
の
作
品
の
中
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
ピ
ル
ス
は
ル
キ

ウ
ス
・
フ
リ
ウ
ス
・
ピ
ル
ス
の
こ
と
で
前
一
三
六
年
の
執
政
官
。
ラ

エ
リ
ウ
ス
は
ガ
イ
ウ
ス
・
ラ
エ
リ
ウ
ス
で
小
ス
キ
ピ
オ
の
友
人
で
あ

り
、
彼
が
登
場
す
る
キ
ケ
ロ
の
『
友
情
に
つ
い
て
』
は
別
名
『
ラ
エ

リ
ウ
ス
』
と
呼
ば
れ
る
。
マ
ニ
リ
ウ
ス
は
マ
ニ
ウ
ス
・
マ
ニ
リ
ウ
ス

の
こ
と
で
、
前
一
四
九
年
の
執
政
官
、
第
三
次
ポ
エ
ニ
戦
争
の
カ
ル

タ
ゴ
攻
撃
に
参
加
し
た
人
物
。

（
18
）　

コ
ッ
タ
は
ガ
イ
ウ
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
コ
ッ
タ
の
こ
と
で
、

前
七
五
年
の
執
政
官
、
キ
ケ
ロ
の
『
神
々
の
本
性
に
つ
い
て
』
の
登

場
人
物
の
ひ
と
り
。
ウ
ァ
ロ
は
マ
ル
ク
ス
・
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
ウ

ァ
ロ
（
前
一
一
六―

二
七
年
）の
こ
と
で
、
共
和
制
末
期
の
著
述
家
、

著
書
『
農
業
論
』
『
ラ
テ
ン
語
論
』
が
現
存
す
る
。

（
19
）　

原
文
はκω

φ
ὸν πρόσω

πον

と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
。

（
20
）　

ポ
ン
ト
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
デ
ス
（
前
三
九
〇
年
頃―

三
一
〇
年

頃
）
。
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
師
事
し
た
。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ

ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
列
伝
』
第
五
巻
第
八
六

節
以
下
に
略
伝
が
あ
る
。
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よ
う
に
、
他
の
登
場
人
物
に
も
そ
の
役
割
が
振
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
五
巻
か
ら
な
る
『
目
的
に
つ
い
）
21
（

て
』
を

こ
の
よ
う
に
し
て
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

キ
ケ
ロ
『
ア
ッ
テ
ィ
ク
ス
宛
書
簡
』13, 19, 3-4

　
（
後
出
の
『
政
治
家
』
断
片
一
参
照
） 

キ
ケ
ロ
『
弟
ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
へ
の
手
紙
』3, 5, 1 

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
つ
い
て
は
何
を
語
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
彼
が
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
に
関
す
る
知
識

の
た
め
な
の
か
、
膨
大
な
著
作
の
た
め
な
の
か
、
力
強
く
甘
美
な
雄
弁
の
た
め
か
、
も
の
を
発
見
す
る
鋭
い
能
力
の
た
め
か
、
そ
れ

と
も
広
範
囲
に
わ
た
る
作
品
の
た
め
な
の
か
、
わ
た
し
に
は
わ
か
ら
な
い
。

 

ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
『
弁
論
家
の
教
育
』
第
一
〇
巻1, 83 

　

さ
ら
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
も
ま
た―

こ
の
人
か
ら
文
芸
批
評
や
文
法
学
が
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る―

多
く
の
対
話

篇
で
こ
の
詩
）
22
（

人
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
に
彼
を
賛
嘆
し
敬
意
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

デ
ィ
オ
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
『
弁
論
集
』53, 1 

　

と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
哲
学
の
探
究
に
お
い
て
、
苦
も
な
く
他
の
人
た
ち
の
意
見
に
導
か
れ
、
し
ば
し
ば
自
分
の
意
見
を
変
え

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
も
デ
モ
ク
リ
ト
ス
も
ク
リ
ュ
シ
ッ
ポ
）
23
（

ス
も
、
以
前
に
は
自

分
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
い
く
つ
か
見
解
を
、
ど
う
し
て
迷
い
も
な
く
、
不
愉
快
と
い
う
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
快
く
感
じ
な
が

ら
、
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
に
、
推
論
の
力
は
、
い
っ
た
ん
真
理
が
現
れ
て
く
る
と
、
虚
偽
を
捨
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て
去
っ
て
、
そ
ち
ら
の
方
に
喜
ん
で
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
倫
理
的
徳
に
つ
い
て
』7 （447f-448a

）

　

イ
デ
ア
に
関
し
て
は
、
こ
の
哲
学
）
24
（

者
も
プ
ラ
ト
ン
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
イ

デ
ア
を
攻
撃
し
、
倫
理
学
的
著
作
、
『
形
而
上
）
25
（

学
』
、
自
然
学
的
著
作
、
そ
し
て
、
公
刊
さ
れ
た
対
話
篇
に
お
い
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
難
問
を
提
示
し
て
お
り
、
ま
る
で
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
を
貶
め
る
の
が
意
図
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
教
説
に
対
し
て
哲
学
的
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
勝
負
に
勝
ち
た
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
た
人
た
ち
も
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
に
従
う
こ
と
か
ら
遠
く
へ
だ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
コ
ロ
テ
ス
論
駁
』14 （1115b-c

）

　

な
ぜ
な
ら
、
事
物
は
把
握
で
き
な
い
と
言
う
と
き
に
、
彼
ら
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
研
究
を
す
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
以
外
の
何
で
あ
ろ
う
か
。
け
っ
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
誰
が
探
究
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
同
じ
立
場
に
立
つ
人
た
ち
は
、
な
に
も
の
も
認
識
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い

る
。
事
物
は
た
え
ず
流
転
し
て
お
り
、
そ
の
流
転
の
速
さ
の
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
を
免
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で

あ
る
。 

デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
（
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
）断
片
四
（col. 1, 7-col. 2, 8 

）

5

（
21
）　

原
文
は
ギ
リ
シ
ア
語
でΠ

ερὶ 
τελῶ

ν

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
善
と
悪
の
究
極
に
つ
い
て
』（D

e 
finibus 

bonorum
 
et 
m
alo-

rum

）を
指
し
て
い
る
。

（
22
）　

ホ
メ
ロ
ス
を
指
す
。

（
23
）　

ソ
ロ
イ
あ
る
い
は
タ
ル
ソ
ス
出
身
の
ス
ト
ア
派
哲
学
者
（
前
二

八
〇
年
頃―

二
〇
六
年
頃
）
。
ク
レ
ア
ン
テ
ス
の
後
を
受
け
て
指
導

者
と
な
り
、
ス
ト
ア
派
哲
学
の
体
系
化
に
貢
献
し
た
。

（
24
）　

エ
ピ
ク
ロ
ス
派
の
コ
ロ
テ
ス
を
指
し
て
い
る
。

（
25
）　
『
形
而
上
学
』（
〈μετὰ τὰ φ

υσικά, ἐν τοῖς

〉
）は
写
本
に
は
な

い
読
み
で
、
底
本
はRose

（Bernays

）に
従
っ
て
補
っ
て
い
る
。
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弁
論
家
の
ケ
ピ
ソ
ド
ロ
）
26
（

ス
は
、
自
分
の
師
で
あ
る
イ
ソ
ク
ラ
テ
）
27
（

ス
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

自
分
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
学
ん
だ
こ
と
も
な
い
の
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
が
名
声
を
博
し
て
い
る
の
を
見
て
と

る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
に
従
っ
て
哲
学
を
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
論
戦
を
挑
ん

だ
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
プ
ラ
ト
ン
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
イ
デ
ア
論
か
ら
始
め
て
、
最
後
は
他
の
学
説
に
ま
で

及
ん
で
プ
ラ
ト
ン
を
非
難
し
た
が
、
そ
の
学
説
に
つ
い
て
自
分
自
身
は
知
ら
ず
、
た
だ
そ
れ
に
つ
い
て
流
布
し
て
い
る
見
解
が
ど
の

よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
を
臆
測
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ケ
ピ
ソ
ド
ロ
ス
は
、
戦
い
を
挑
ん
だ
人
と
論
戦
し

た
の
で
は
な
く
、
戦
い
を
挑
む
気
の
な
か
っ
た
人
と
論
戦
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
『
福
音
の
準
備
』
第
一
四
巻6, 9-10

　

大
衆
の
た
め
に
書
か
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
一
般
向
け
の
著
作
は
、
光
彩
に
満
ち
、
か
つ
明
晰
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
の
有

用
性
に
は
魅
力
や
楽
し
さ
が
欠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
愛
が
注
が
れ
、
優
美
が
花
咲
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

テ
ミ
ス
テ
ィ
オ
ス
『
弁
論
集
』319c

　

教
会
の
外
の
哲
学
者
の
う
ち
で
も
対
話
篇
を
書
い
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
テ
オ
プ
ラ
ス
ト
ス
は
、
直
ち
に
論
題
に
入
っ
た
が
、
そ

れ
は
自
分
た
ち
に
は
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
な
優
美
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

 

バ
シ
リ
ウ
ス
『
書
簡
集
』135

6


